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地域の思いに寄添います！

皆さんの声を
聞かせてください！

とみた こうき

もっと！

koukitomita.com

有明沿岸道路現地視察

（佐賀県白石町）

議会常任委員会現地視察
（大町災害廃棄物集積場）

略 歴

〃

役  職

令和3年4月～令和4年3月

昭和36年9月24日生まれ

唐津大橋４車線化を、県議になり唐津玄海地区の県議団
（故桃崎・井上県議、大場県議・冨田）で要望・陳情活動を
続けてきました。令和４年度３月末事業化になり、8月に
佐賀国道事務所長よりパンフを頂きました。
早期完成に向け更に事業促進を要望していきます。

廃油入ドラム缶2,059本撤去完了
「命の水の安全を確保」唐津市の水源地域を守るため佐賀県
が撤去の措置命令を出すも撤去がなされず、放置されていた唐
津市厳木町星領の中間処理場。県へ再々要望し、県担当者の
粘り強い指導が実り、令和4年1月撤去が完了。

追い越し車線規制へ！
北波多稗田地区の県道、保育園があり追越し可の白破線で危
険なため何らかの規制が必要で追越し禁止規制を地域住民か
らの要望を受けていました。交通規制の担当者と立会し、追
越し禁止の中央線に変更できました。（令和4年9月）

県河川の浚渫ようやく完了！
令和4年２月上旬に、地元の方々と現
地にて要望を受けた夕日川の浚渫。
（令和4年7月末に完了）

国道２０３号線防草シート工事完了
地域から要望のあった、国道203号線
のり面の草刈りをお願いしていましたが、
防除シート工事にて施工頂きました。
（令和4年8月末に完成）

これからも、地域の皆さんに思いに寄添い唐津・玄海地区と佐賀
県の発展のため、国会議員・市町議会議員の皆様と地域の課題
解決のため、県政とのパイプ役として議員活動を推進してまいり
ますので、ご指導・ご支援をよろしくお願いします。

〝もっと〟



本
山
鉄
橋
と
県
道
本
山
橋
が
有
る
こ
と
か
ら

協
議
の
場
を
早
期
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

県
と
し
て
の
今
後
の
取
組
は
。

A
〝答弁〟

① 

建
設
業
の
長
時
間

　
労
働
の
具
体
策
に
つ
い
て

A
〝答弁〟

②
書
類
の
簡
素
化
に
つ
い
て

Q
〝質問〟

　
令
和
元
年
に
県
議
と
な
り
、

初
め
て
の
定
例
議
会
で
、
議
会

の
運
営
や
一
般
質
問
、
常
任
委

員
会
の
発
言
手
順
な
ど
、
市
議

会
で
経
験
し
た
事
と
は
違
い
、

戸
惑
う
こ
と
や
先
輩
議
員
の
動

向
を
観
察
す
る
な
ど
、
そ
の
よ

う
な
経
験
か
ら
３
年
半
が
過
ぎ
、

こ
の
間
行
っ
て
き
た
活
動
や
一

般
質
問
等
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
、
小
学
生

ま
で
現
物
支
給
（
窓
口
で
定
額
一
部
を

支
払
う
）
方
式
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
。

し
か
し
、
重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療

費
助
成
制
度
は
、
償
還
払
い
（
窓
口
で

一
旦
支
払
っ
た
後
に
、
市
町
に
助
成
金

を
申
請
）
方
式
の
ま
ま
で
あ
る
。

障
が
い
者
や
そ
の
保
護
者
は
手
続
き
が

大
変
で
あ
る
。
現
物
支
給
方
式
へ
県
の

取
組
み
は
。

　
現
物
支
給
方
式
に
は
、
国
民
健
康
保

険
会
計
へ
の
国
庫
負
担
金
の
減
額
調
整

措
置
（
国
保
ペ
ナ
ル
テ
イ
ー
）
に
よ
り

多
額
の
財
政
負
担
が
新
た
に
生
じ
る
ほ

か
、
審
査
事
務
手
数
料
が
必
要
と
な
る
。

毎
年
市
町
に
制
度
の
見
直
し
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
意
見
交
換
を
し
た
い
。

　
広
域
的
な
幹
線
道
路
網
は
、
各
都
市

間
の
時
間
や
距
離
を
縮
め
、
産
業
振
興

や
地
域
振
興
を
図
る
上
で
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
重
要
な
社
会
資
本
で
あ
る
。

現
在
多
久-

佐
賀
間
が
国
に
お
い
て
施

行
さ
れ
て
い
る
が
、
唐
津-

相
知
間
を
、

県
と
し
て
ど
の
様
に
取
り
組
む
の
か
。

唐
津-

相
知
間
を
含
む
佐
賀
唐
津
道
路

は
、
本
県
の
将
来
を
支
え
発
展
の
基
盤

と
な
る
重
要
な
道
路
で
あ
る
。

で
き
る
だ
け
早
く
整
備
に
向
け
た
道
筋

が
示
さ
れ
る
よ
う
国
へ
働
き
か
け
る
。

　
本
県
で
は
、
２
年
連
続（
令
和
二
年
）

で
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な
浸
水
被
害
が

発
生
し
、
今
年
の
８
月
災
で
は
住
家
屋

等
の
被
害
が
６
千
戸
を
超
え
る
な
ど
被

害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
特
に
被
害
が
大

き
か
っ
た
六
角
川
水
系
で
は
、
今
後
の

治
水
対
策
に
つ
い
て
急
ピ
ッ
チ
で
対
策

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。
こ
の
よ

う
な
中
、
松
浦
川
水
系
も
例
外
で
は
な

く
床
上
浸
水
や
主
要
県
道
の
冠
水
が
２

年
続
け
て
発
生
し
て
い
る
。
そ
こ
で
次

の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
年
度
は
、
今
後
の
整
備
に
向
け
た

地
形
測
量
や
地
質
調
査
を
実
施
。

国
に
お
い
て
、
橋
梁
区
間
を
含
む
当
該

地
区
の
整
備
に
向
け
た
概
略
設
計
を
行

い
、関
係
機
関
と
事
前
協
議
を
進
め
る

と
聞
く
。
県
と
し
て
も
関
係
機
関
と
の

協
議
、調
整
に
し
っ
か
り
取
組
む
と
と

も
に
、
予
算
確
保
に
向
け
国
へ
働
き
掛

け
る
。

地
域
の
地
形
特
性
、浸
水
被
害
の
状
況

を
踏
ま
え
て
、
国
、
唐
津
市
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
し
、
地
元
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
有
効

で
あ
る
か
幅
広
く
検
討
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
従
事
頂
い
て

い
る
医
療
従
事
者
や
感
染
者
に
対
し
誹

謗
中
傷
を
無
く
そ
う
と
す
る
取
り
組
み

は
理
解
で
き
る
。
そ
こ
で
予
算
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

私
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
諸
経
費
の
　

万
円
に
は
セ
レ
モ
ニ
ー
費
が
　
万
円
と

の
こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
で
　
万
円
の
セ
レ

モ
ニ
ー
開
催
に
疑
問
が
あ
る
。

　
第
三
波
と
い
う
今
、
国
も
一
人
親
世

帯
の
生
活
困
窮
者
に
二
回
目
の
臨
時
特

別
給
付
金
の
給
付
を
年
内
支
給
と
の
報

道
も
あ
る
。
佐
賀
県
の
社
協
だ
よ
り
に

は
生
活
福
祉
資
金
特
別
貸
付
金
の
給
付

は
、
約
４
、７
０
０ 

件（
十
月
末
）
と

あ
り
、
県
内
の
生
活
困
窮
者
は
こ
れ
以

上
と
考
え
ら
れ
る
。
特
別
貸
付
金
は
貸

付
で
あ
る
た
め
、
基
本
的
に
返
す
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
貸
付
金
で
あ
る
た
め

申
請
に
戸
惑
っ
て
い
る
方
も
あ
る
と
推

察
す
る
。
生
活
困
窮
の
方
々
が
、
年
越

し
や
正
月
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
に
感
じ
、
思
っ
て
あ
る
の
か
を
考

え
る
と
、
誓
い
の
鐘
が
、
な
ぜ
今
必
要

な
の
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
私
は
「
佐
賀

誓
い
の
鐘
」
設
置
予
算
に
反
対
し
ま
す
。

　
建
設
業
の
長
時
間
労
働
を
是
正
す
る

た
め
に
は
、①
工
事
図
書
の
簡
素
化
が

必
要
と
考
え
る
が
、
県
の
取
組
は
。

②
書
類
の
簡
素
化
の
対
象
が
２
５
０
万

円
未
満
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
地

方
自
治
施
行
令
か
ら
準
用
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
政
令
は
昭
和
　
年
７
月
に
改

訂
さ
れ
た
も
の
で
当
時
か
ら
す
る
と
労

働
賃
金
も
上
昇
し
て
お
り
、
５
０
０
万

円
程
度
に
改
正
す
る
べ
き
で
は
。

　
本
年
４
月
に
は
「
工
事
書
類
簡
素
化

の
手
引
き
」
を
策
定
し
不
要
な
書
類
を

作
成
し
な
い
よ
う
、
受
注
者
、
発
注
者
、

双
方
に
意
識
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

　
２
５
０
万
円
と
５
０
０
万
円
の
工
事

で
あ
れ
ば
、大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、今
後
検
討
す
る
。

　
今
年
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
武

雄
・
大
町
地
区
な
ど
有
明
海
を
臨
む
流

域
を
思
い
浮
か
べ
が
ち
だ
が
、
唐
津
地

域
に
も
浜
玉
駅
南
、
久
里
中
原
、
相
知

町
佐
里
地
区
な
ど
浸
水
被
害
地
区
や
危

険
区
域
が
あ
る
、
県
の
支
援
は
。

唐
津
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
県
の
補

助
制
度
を
活
用
し
浸
水
被
害
の
要
因

分
析
や
対
策
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
新
産
業
集
積
エ
リ
ア
唐
津
（
厳
木
）

地
元
で
は
、
人
口
減
少
か
ら
早
期
の
企

業
誘
致
を
望
ま
れ
て
い
る
が
、
造
成
完

了
か
ら
　
年
余
り
が
経
過
し
払
下
げ
単

価
の
上
昇
や
、
鳥
栖
工
業
団
地
の
開
発

が
始
ま
り
、
企
業
誘
致
が
更
に
遠
の
く

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
声
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
企
業
進
出
に
至
っ
て
い
な
い

理
由
は
。

こ
れ
ま
で
複
数
の
企
業
か
ら
災
害
の
リ

ス
ク
も
低
く
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

な
ど
で
高
く
評
価
さ
れ
、
最
終
候
補
地

に
な
っ
た
事
も
あ
る
が
成
約
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
理
由
と
し
て
、
工
業
用
水

が
無
い
こ
と
か
ら
水
道
水
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
が
課
題
。
県
北
部
地
域
に
お

け
る
雇
用
の
場
の
創
出
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
早
期
の
企
業
立
地

実
現
に
向
け
全
力
で
取
組
む
。

県
は
、
特
別
史
跡
名
護
屋
城
跡
・
陣
跡

の
整
備
を
今
後
ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で

い
く
の
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
保
存
管
理
計
画
に
は
活

用
の
視
点
が
無
か
っ
た
。
県
が
主
体
と

な
っ
て
保
存
活
用
計
画
を
策
定
中
で
あ

り
、
活
用
の
視
点
を
重
視
し
唐
津
市
や

玄
海
町
、地
元
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な

が
ら
観
光
資
源
と
し
て
磨
き
上
げ
、
城

跡
・
陣
跡
の
環
境
整
備
に
努
め
る
。 

と
み
た
幸
樹 

ご
挨
拶

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

ご
指
導
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

定例議会（一般質問等） 質問と回答定例議会（一般質問等） 質問と回答
重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

建
設
業
の
長
時
間
労
働

　
　
　
の
具
体
策
に
つ
い
て

令
和
元
年
Q

〝質問〟

佐
賀
県
唐
津
道
路
の

唐
津
ー
相
知
間
に
つ
い
て

A
〝答弁〟

治
水
対
策
に
つ
い
て

Q
〝質問〟

Q
〝質問〟

A
〝答弁〟

A
〝答弁〟

A
〝答弁〟

◎
玄
海
地
区
の
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

◎
虹
の
松
原
の
保
全
に
つ
い
て

◎
洪
水
時
の
ダ
ム
の
運
用
に
つ
い
て

◎
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
航
に
つ
い
て

厳
木
川
、
町
切
・
本
山

地
区
の
河
川
整
備
状
況
は
。

A
〝答弁〟

対
策
検
討
に
つ
い
て

理
由
に
つ
い
て

A
〝答弁〟

A
〝答弁〟

松
浦
川
支
流
、浦
の
谷
川
流
域
の
相
知
町
佐
里

地
区
の
浸
水
対
策
に
お
け
る

県
の
取
組
は
。

◎「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
３
」
に
つ
い
て

◎
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
に
つ
い
て

◎
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
拠
点
工
事

◎
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

◎
予
算
編
成
に
つ
い
て

令
和
二
年 

常
任
委
員
会
Q

〝質問〟

意見

令
和
三
年
Q

〝質問〟

流
域
治
水
の
推
進
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
つ
い
て

唐
津
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

令
和
四
年
Q

〝質問〟

◎
唐
津
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

◎
電
源
立
地
地
域
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

◎
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
に
つ
い
て

◎
建
設
業
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て

現
物
支
給
方
式
に
つ
い
て

今
後
の
取
り
組
み

環
境
整
備
に
つ
い
て

「
佐
賀
誓
い
の
鐘
（
仮
称
）」

　
の
設
置
に
つ
い
て

反
対
意
見

事
業
費
７
、７
８
８
千
円
の
内
訳
は
、鐘
楼
制
作

設
置
費
６
、９
３
８ 

千
円
、
説
明
板
　 

万
円
、

そ
の
他
諸
経
費 

　
万
円
で
す
。 Q

〝質問〟

Q
〝質問〟

そ
の
他
の
質
問

Q
〝質問〟

そ
の
他
の
質
問

◎
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
に
つ
い
て

◎
庁
舎
建
物
の
個
別
施
設
計
画
に
つ
い
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9月議会常任委員会現地視
察

（佐賀県江北町）

農林水産商工常任委員会
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